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感染伝播モデルから考える口腔・咽頭の感染制御
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－抄録－
耳鼻咽喉科感染症の約��% は初期にはウイルス性であるが、症例によっては�次的に細菌感染症が惹起されて、中には重症化を起こしたり難治の経
過をとる場合がある。口腔・咽頭科領域では、急性扁桃炎が重症化して扁桃周囲膿瘍や深頸部感染症を惹起して、ときには縦隔膿瘍などの重篤な病
態を引き起こす。
人類の歴史は感染症との戦いの歴史でもあり、古くはメソポタミア文明の時代から記録に残るパンデミックに対して、人類はただ神に祈ってひれ伏
すしか術はなかった。人類が初めて感染症に対する有力な武器を持ったのは、����年のエドワード・ジェンナーによる「種痘」の開発である。そ
の後����年のサー・アレキサンダー・フレミングによるペニシリンの発見があり、折しも勃発した第�次世界大戦において、ペニシリンは「奇跡の
薬」といわれたのである。しかし、抗菌薬を使用することによって次々と薬剤耐性（AMR）菌が出現し人類の新たな脅威となってきた。昨今のAMR
の最大の原因は「抗菌薬の不適正使用」と考えられているが、「不適正使用」には、不必要な使用と不適切な使用がある。本セミナー後半では、感
染症の歴史を振り返るとともに、現代のAMR対策の現状と展望について考える。

感染症の歴史と薬剤耐性（AMR）対策の現状と展望

－抄録－ 感染伝播モデルから考える口腔・咽頭の感染制御
口腔・咽頭領域は、多様な微生物が常在するとともに、感染症の起点となりうる重要な解剖学的領域である。近年、薬剤耐性（AMR）対策の観点か
ら抗菌薬適正使用の重要性が強調されているが、同時に局所における感染制御の重要性も高まっている。そのため、診療環境においては、接触機会
の低減および集団密度の適正化が基本的な戦略となる。
本セミナーでは、マウス実験系を用いた肺炎球菌の感染伝播モデルをもとに、集団密度の上昇およびインフルエンザウイルス重感染が細菌伝播を増
強することについて概説する。すなわち、口腔・咽頭に存在する病原微生物は、ウイルス感染に伴う宿主免疫応答の変化に加え、接触機会の増加に
より伝播効率が増強されることが示されている。これらの知見は、外来診療・処置空間における「密度管理」と「曝露制御」の重要性を支持するも
のである。
一方で、感染対策の強化は、口腔・咽頭診療におけるコミュニケーションにも影響を及ぼしうる。特に高齢者や難聴患者では、聴覚情報の低下が診
療理解度および医療安全に直結する。したがって、感染制御と診療コミュニケーションをいかに両立するかは重要な課題である。
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�） 小児耳鼻咽喉科学（PITA 手術の啓蒙、OME、耳鼻咽喉科感染症）
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�） 内耳、中枢神経への AAV 遺伝子導入研究
�） 聴覚中枢研究
�） 顔面神経研究

I. 臨床分野

II. 基礎分野
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